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近年、環境問題が日常的課題となるなか、
自然科学をはじめ、あらゆる学問分野におい
て自然と人間との共生やその維持が問われて
いる。滋賀県立琵琶湖博物館もまた、自然―
人間関係をテーマとする研究・展示施設のひ
とつである。本書は、同博物館の 2001 年度の
企画展、「鯰―魚がむすぶ琵琶湖と田んぼ―」
をまとめたものである。
この企画展では「“田んぼ”という場所の意
味を魚と人間の双方から再評価すること」（2
頁）が目的とされ、産卵のため琵琶湖から田
んぼに上ってくるナマズを取り上げ、そのイ
メージの歴史や生態的特徴が紹介されてい
る。そして、この数十年間に起きた琵琶湖の
水辺環境、特に田んぼの変化はナマズや人間
の生活・文化にどのような影響を与えたのか
が振り返られた。すなわち、同企画展は田ん
ぼを舞台に繰り広げられる、魚と人間それぞ
れの多様な文化と両者の関わりに着目し、自
然―人間関係へアプローチした。本書は、こ
の企画展の総括であるシンポジウム「魚がむ
すぶ琵琶湖と田んぼ」での鼎談、講演や討論
などに数編の論考を加えてまとめられてい
る。そして、一見すると共通点に欠けるナマ
ズと人間とが、田んぼをフィルターに見事に
結び付けられていくのである。
この共通性を見出せない点は、多彩な専門
分野からなる本書の執筆者の顔ぶれにも表れ
ている。具体的には、生態学や自然地理学を
はじめとする自然科学分野から、民俗学、社
会学や地理学までその守備範囲は広い。しか
し、田んぼがナマズと人間を結んだように、
琵琶湖の水辺環境の今後を探るという執筆者
の志が、各学問領域の垣根を取り払い統合化
を促している。さらに最後のシンポジウムで
は、研究者とともに行政に携わる者、そして
琵琶湖岸で生活する者が一同に会し、琵琶湖
の今後の行方が議論されている。環境問題と
いうテーマについて、学界内での議論にとど
めず、広く意見交換する機会を提供した同博
物館の試みは、市民参加型の取り組みの実践
であろう。
本書は 2部からなる。第 1部は「ナマズか
ら見た文化の多様性」で、日本をはじめとす
る東南アジア地域を事例に、ナマズの多様な
文化が概観される。第 2部は「田んぼとナマ
ズ、そして人」と題され、水田を通して鯰と
漁師、そして農家が結ばれていく。さらに
「鯰からみた田んぼのゆくえ」をテーマとし
た総合討論の内容が収められている。
第 1部は、鼎談と 6 章から成り立っている。
鼎談「鯰（なまず）の魅力」では、ナマズを
めぐる文化に詳しい 3 人（秋篠宮文仁・民族
生物学、秋道智彌・生態人類学、川那部浩哉・
生態学）の研究者が、ナマズの魅力について
議論を交わしている。例えば、漁撈が行われ
てきたエコトーン（一時的に水が浸かる田ん
ぼや岸辺などの水辺移行帯）が失われつつあ
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ることに触れ、魚と人間とが関わる場の存在
が問われた。さらに、ナマズを食べる文化と
食べない文化が指摘された。すなわち、ここ
では地域毎の文化の多様性が強調されてい
る。このような地域性の重視は、地理学的視
点と通じるものである。
第 1 章「ナマズ紳士録―ナマズ類にみる多
様性」（小早川みどり・系統分類学）は、生物
学からナマズの分類を検討することで、ナマ
ズは多様であり分類学的に不明な点が多いこ
とを指摘している。第 2 章「ナマズの東進と
人間活動―遺跡の魚類遺体から―」（宮本真
二・自然地理学）では、「東日本にナマズはい
なかったか？」という疑問に始まり、日本に
おける鯰の分布とその変化が考古資料や文書
類から歴史的に捉えられている。その結果、
江戸後期以降のナマズの東進は人為的なもの
であり、東北地方への水田稲作展開と関係す
ることが浮かび上がってくる。ここでは、外
来種などの移入種が地域固有の生態系に影響
することも暗に指摘されている。外来種の問
題は、琵琶湖における大きな課題のひとつで
ある。第 3 章「琵琶湖産二種のナマズ報告の
思い出」（友田淑郎・魚類形態学）は、ビワコ
オオナマズを発見した折の話であり、第 4 章
「文化のなかのナマズ―メコンとニューギニ
アの事例から」（秋道智彌）では、タイ北部の
メコン川流域、ならびにパプアニューギニア
のレークマレー地域におけるさまざまな人間
とナマズとの関わり方が紹介された。そして、
その関わり方のなかにある歴史・地域・文化、
あるいは政治・経済を総合的に捉える必要性
が述べられた。続く第 5 章「ナマズはどのよ
うに描かれてきたか？―本草学から鯰絵ま
で」（北原糸子・災害社会史）、第 6 章「如拙
筆『瓢鮎図』の推理」（吉野裕子・民俗学）で
は、ナマズの描かれ方を通して、人間が社会
のあり様をどのように考えていのたか考察さ
れている。そして、社会の歪や生き方の教訓
などが読み取られている。
第 2部「田んぼとナマズ、そして人」は、4
章と総合討論から成る。第 1章「ナマズはな
ぜ田んぼをめざすのか」（前畑政善・魚類繁殖
学）では、4 月下旬～ 5 月上旬にかけて田植
えが始まると、田んぼに侵入して産卵するナ
マズの行動の謎が解き明かされる。そこでは、
湖水位の上昇がいわば琵琶湖の岸辺と化す田
んぼを利用した、ナマズの巧みな生存戦略が
浮かび上がってくる。ナマズをはじめとする
琵琶湖の魚類、さらにヒトも含めた湖の周囲
の生物の保全には、田んぼや湖岸のエコトー
ンの保全・修復が欠かせないのである。第 2
章「漁・食・祭」（安室　知・民俗学）では、
田んぼで行われる水田漁撈が紹介される。こ
の田んぼで魚を捕る行為には一種の娯楽性が
含まれ、単調な稲作作業の間の遊びのような
存在であったことが述べられている。第 3章
「水田漁撈は消滅したか？―水辺の遊びにみ
るホリとギロ（ン）のムラの過去と現在」（牧
野厚史・環境社会学、大塚泰介・生態学、矢
野晋吾・環境社会学）は、第 2章で述べられ
た水田漁撈がいまや消滅したのか否かについ
て、守山市の木浜（このはま）で行ったアン
ケート調査から検討している。まず、この章
では稲作の効率化が水田＝稲の単作地とし、
農業を通じて漁撈を「楽しむ」営みを奪うも
のであったことが指摘される。しかしながら、
圃場整備や湖岸の埋立てにより地区の景観は
大きく変化したものの、これらとは関係なく
魚を捕り続ける人がいることが明らかとなっ
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た。そして、今後の水辺と水田のあり方を考
えていくうえで、この水田漁撈の経験が重要
になることが推察された。第 4 章「ナマズ、
そして農民と湖、漁民と水田」（大槻恵美・社
会地理学）は、マキノ町知内や沖島での調査
を基に、岸辺の環境と人々との関係を考える
うえで、水田で魚を捕る農民にとっての湖、
湖で漁をした漁民にとっての水田、それぞれ
の意味を時間をかけて掘り出すことを提案し
た。
本書のナマズと人間の関わりから、地域毎
に培われた文化の多様性、さらに田んぼとい
う人工的空間の環境利用の多重性を問うこと
から、それを巧みに利用するナマズと人間の
営みが明らかとなっている。一つの空間がも
つ多様な意味の解釈に対して地理学的視点を
加えれば、より具体的な利用法が明らかにな
ると考えられる。そして、地域性の重視は、
地理学からの環境問題への取り組みと関わる
問題でもある。
以上の研究結果をふまえ、総合討論「鯰か
らみた田んぼのゆくえ」が記されている。こ
こでは、琵琶湖岸で暮らす人々が、琵琶湖総
合開発、土地改良や圃場整備など水田をめぐ
る環境の変化に対しどのように考えているの
か、農業や水産業に関わる行政者と生活者、
さらに研究者を交えた議論が展開されてい
る。しかし、様々な立場から意見が出された
ものの、ナマズ、琵琶湖、田んぼ、そして人
間の将来的な関わり方についての明確な答え
は出されていない。それは、地域環境問題そ
のものが、利害関係の絡み合う複雑なもので
あるためである。とはいえ、この取り組みの
大きな評価は、生活者、行政そして研究者が、
博物館を通して一同に会し、圃場整備や内湖
埋め立ての問題を議論したことである。それ
は、討論において司会者の「人と人との関係、
魚からみた水域と陸域との関係、さらに人間
と魚類との関係が地域の生活としてはひとつ
のつながりのものであるという視点は、琵琶
湖のまわりの田んぼのゆくえを考える出発点
となりえる」（214 頁）という言葉に表れてい
る。今後は、その困難を乗り超え解決策が導
かれてこそ、互いに議論を組み交わした意義
が評価されるであろう。
琵琶湖博物館は、ナマズならびに湖岸に暮
らす人々の生活の調査を行ない、その成果を
一般に公表してきた。それは行政による圃場
整備や護岸工事という行為が、琵琶湖の生態
や文化にいかなる影響を与えたかを指摘する
ものであった。すなわち、同博物館は行政機
関のひとつでありながら、行政の政策に意見
するという中立的な存在である。しかし、こ
の立場が今回の行政―市民という対立するも
の同士を取り持つ役割を果たしたのではなか
ろうか。近年、博物館のあり方、研究と社会
との関係が問われている。博物館の多くは公
の機関である一方、一般市民と交流し研究成
果を活かして行政に意見する立場である必要
が求められる。環境問題をはじめとする社会
問題に対し、博物館はいかに対応していくの
か。本書はこのような課題も問いかけている。
さらに、本書の多様な文化・地域性への着目
は、地理学から環境問題にアプローチする際
の一つの視点として参考になるであろう。
ナマズは、環境をテーマとするあらゆる学
問分野間を自由に泳ぎまわり、さらに生活者
や行政にたどり着いた。今回、結論は出され
なかったものの、同博物館の試みは地域の生
活者にとってよりよい生活を実現するための
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一歩として評価されよう。ナマズに教えられ
ることは予想以上に多いことを、読者は本書
を通して知ることになるであろう。
（立命館大学・院　赤石直美　記）
